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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年10月15日(2020.10.15)

【公開番号】特開2018-186871(P2018-186871A)
【公開日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2017-89223(P2017-89223)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３４　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月28日(2020.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体が始動領域を通過したことにもとづいて可変表示を行う遊技機であって、
　遊技媒体が始動領域を通過したことを検出可能な、２つまたは３つからなる第１検出部
と、
　所定の変化を検出可能な第２検出部と、
　３つからなる第１接続部と、所定数からなる第２接続部と、を有する主制御手段と、
　前記第２接続部と接続される第３接続部を有する中継手段と、を備え、
　前記主制御手段は、
　　前記第１検出部が前記第１接続部に接続され、前記第２検出部が前記第３接続部を介
して前記第２接続部に接続される第１接続方法と、
　　前記第１検出部と前記第２検出部とが前記第１接続部に接続されるとともに、前記第
１接続方法において前記第２検出部と接続されていた前記第３接続部がグラウンドに接続
される第２接続方法と、のいずれかで接続され、
　前記第１検出部の数が３つの場合は、前記第１接続方法をとることにより、全ての前記
第１接続部が接続され、
　前記第１接続部および前記第３接続部に接続可能な前記第２検出部は複数あり、複数の
前記第２検出部のうちのいずれかが前記第１接続部または前記第３接続部に接続される
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技媒体が始動領域を通過したことにもとづいて可変表示を行う遊技機であって、
　遊技媒体が始動領域を通過したことを検出可能な、２つまたは３つからなる第１検出部
と、
　所定の変化を検出可能な第２検出部と、
　３つからなる第１接続部と、所定数からなる第２接続部と、を有する主制御手段と、
　前記第２接続部と接続される第３接続部を有する中継手段と、を備え、
　前記主制御手段は、
　　前記第１検出部が前記第１接続部に接続され、前記第２検出部が前記第３接続部を介
して前記第２接続部に接続される第１接続方法と、
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　　前記第１検出部と前記第２検出部とが前記第１接続部に接続されるとともに、前記第
１接続方法において前記第２検出部と接続されていた前記第３接続部がグラウンドに接続
される第２接続方法と、のいずれかで接続され、
　前記第１検出部の数が２つの場合は、前記第２接続方法をとることにより、全ての前記
第１接続部が接続され、
　前記第１接続部および前記第３接続部に接続可能な前記第２検出部は複数あり、複数の
前記第２検出部のうちのいずれかが前記第１接続部または前記第３接続部に接続される
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（１）本発明による遊技機は、遊技媒体が始動領域を通過したことにもとづいて可変表示
（例えば、特別図柄や演出図柄の変動表示）を行う遊技機であって、遊技媒体が始動領域
（例えば、第１始動入賞口１３や第２始動入賞口１４、第３始動入賞口）を通過したこと
を検出可能な、２つまたは３つからなる第１検出部（例えば、第１始動口スイッチ１３ａ
や第２始動口スイッチ１４ａ、第３始動入賞口スイッチ１４ｂ）と、所定の変化を検出可
能な第２検出部（例えば、ゲートスイッチ３２ａやカウントスイッチ２３、一般入賞口ス
イッチ、磁気センサ、電波センサ等の検出装置）と、３つからなる第１接続部（例えば、
第１コネクタ３１０ａや第２コネクタ３１０ｂ、第３コネクタ３１０ｃ）と、所定数から
なる第２接続部（例えば、主基板側多極コネクタ３１０ｄ）と、を有する主制御手段（例
えば、主基板３１）と、第２接続部と接続される第３接続部（例えば、インタフェース基
板側多極コネクタ３３０）を有する中継手段（例えば、インターフェース基板３３）と、
を備え、主制御手段は、第１検出部が第１接続部に接続され、第２検出部が第３接続部を
介して第２接続部に接続される第１接続方法（例えば、第１始動口スイッチ１３ａ、第２
始動口スイッチ１４ａおよび第３始動口スイッチ１４ｂがインタフェース基板３３を介す
ることなく主基板３１に接続され、ゲートスイッチ３２ａがインタフェース基板３３を介
して主基板３１に接続される接続方法。図４参照）と、第１検出部と第２検出部とが第１
接続部に接続されるとともに、第１接続方法において第２検出部と接続されていた第３接
続部がグラウンドに接続される第２接続方法（例えば、第１始動口スイッチ１３ａ、第２
始動口スイッチ１４ａおよびゲートスイッチ３２ａがインタフェース基板３３を介するこ
となく主基板３１に接続される接続方法。図３参照）と、のいずれかで接続され、第１検
出部の数が３つの場合は、第１接続方法をとることにより、全ての第１接続部が接続され
（例えば、第１コネクタ３１０ａ、第２コネクタ３１０ｂおよび第３コネクタ３１０ｃ（
すなわち３つのコネクタ）に対して、第１始動口スイッチ１３ａ、第２始動口スイッチ１
４ａおよび第３始動口スイッチ（すなわち３つの始動口スイッチ）が設けられている場合
には、図４に示す接続方法が適用される）、第１接続部および第３接続部に接続可能な第
２検出部は複数あり、複数の第２検出部のうちのいずれかが第１接続部または第３接続部
に接続される（例えば、ゲートスイッチ３２ａやカウントスイッチ２３を含む複数種類の
検出装置は、第１コネクタ３１０ａ、第２コネクタ３１０ｂおよび第３コネクタ３１０ｃ
とインタフェース基板３３の入力用コネクタとのいずれにも接続可能である）ことを特徴
とする。
　そのような構成によれば、基本設計や基板管理の負担が増加することを防ぐとともに、
不正が行われることを防止することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１１】
（２）本発明による遊技機は、遊技媒体が始動領域を通過したことにもとづいて可変表示
（例えば、特別図柄や演出図柄の変動表示）を行う遊技機であって、遊技媒体が始動領域
（例えば、第１始動入賞口１３や第２始動入賞口１４、第３始動入賞口）を通過したこと
を検出可能な、２つまたは３つからなる第１検出部（例えば、第１始動口スイッチ１３ａ
や第２始動口スイッチ１４ａ、第３始動入賞口スイッチ１４ｂ）と、所定の変化を検出可
能な第２検出部（例えば、ゲートスイッチ３２ａやカウントスイッチ２３、一般入賞口ス
イッチ、磁気センサ、電波センサ等の検出装置）と、３つからなる第１接続部（例えば、
第１コネクタ３１０ａや第２コネクタ３１０ｂ、第３コネクタ３１０ｃ）と、所定数から
なる第２接続部（例えば、主基板側多極コネクタ３１０ｄ）と、を有する主制御手段（例
えば、主基板３１）と、第２接続部と接続される第３接続部（例えば、インタフェース基
板側多極コネクタ３３０）を有する中継手段（例えば、インターフェース基板３３）と、
を備え、主制御手段は、第１検出部が第１接続部に接続され、第２検出部が第３接続部を
介して第２接続部に接続される第１接続方法（例えば、第１始動口スイッチ１３ａ、第２
始動口スイッチ１４ａおよび第３始動口スイッチ１４ｂがインタフェース基板３３を介す
ることなく主基板３１に接続され、ゲートスイッチ３２ａがインタフェース基板３３を介
して主基板３１に接続される接続方法。図４参照）と、第１検出部と第２検出部とが第１
接続部に接続されるとともに、第１接続方法において第２検出部と接続されていた第３接
続部がグラウンドに接続される第２接続方法（例えば、第１始動口スイッチ１３ａ、第２
始動口スイッチ１４ａおよびゲートスイッチ３２ａがインタフェース基板３３を介するこ
となく主基板３１に接続される接続方法。図３参照）と、のいずれかで接続され、第１検
出部の数が２つの場合は、第２接続方法をとることにより、全ての第１接続部が接続され
（例えば、第１コネクタ３１０ａ、第２コネクタ３１０ｂおよび第３コネクタ３１０ｃ（
すなわち３つのコネクタ）に対して、第１始動口スイッチ１３ａおよび第２始動口スイッ
チ１４ａ（すなわち２つの始動口スイッチ）が設けられている場合には、図３に示す接続
方法が適用される）、第１接続部および第３接続部に接続可能な第２検出部は複数あり、
複数の第２検出部のうちのいずれかが第１接続部または第３接続部に接続される（例えば
、ゲートスイッチ３２ａやカウントスイッチ２３を含む複数種類の検出装置は、第１コネ
クタ３１０ａ、第２コネクタ３１０ｂおよび第３コネクタ３１０ｃとインタフェース基板
３３の入力用コネクタとのいずれにも接続可能である）ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、基本設計や基板管理の負担が増加することを防ぐとともに、
不正が行われることを防止することができる。
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